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刷数 訂正箇所 掲載

1, 2 p.4　図1-2　侵襲に対する生体反応の発動

機序

下記図を参照 2023/8/16

正

下記図を参照

1, 2 2023/8/16

下記表を参照

正

下記表を参照

『周術期の臨床判断を磨くⅠ  手術侵襲と生体反応から導く看護　第2版』 正誤表

このたびは『周術期の臨床判断を磨くⅠ 手術侵襲と生体反応から導く看護　第2版』をご購入いただきまして誠にありがとうございます。第1刷(2023年2月1日発行)，

第2刷(2023年5月1日発行)，第3刷(2023年12月15日発行)におきまして以下の誤りがございました。ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。

2023年8月16日作成，2023年12月8日更新

誤

1, 2 p.7　本文1行目 誤 2023/8/16

ERAS®（enhanced recover after surgery）

正

ERAS®（enhanced recovery after surgery）

誤

3 p.28　表2-6　目標 誤 2023/12/8

4．INPUT（輸液・輸液量），代謝水とOUTPUT（出血，尿量，不感蒸泄など）のバランスが保たれる

正

4．INPUT（輸液・輸液量，代謝水）とOUTPUT（出血，尿量，不感蒸泄など）のバランスが保たれる

p.29　表2-8　ショック指数と出血性

ショックの分類（Advanced Trauma Life

Support 分類）
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刷数 訂正箇所 掲載

1, 2 2023/8/16

下記図を参照

正

下記図を参照

48/76〜80 mmHg

2023/8/16

ストレスの多い事件における問題解決決定要因

正

ストレスの多い出来事における問題解決決定要因

1, 2 p.96　表5-3　表下 誤 2023/8/16

侵襲因子は，術後は術式・体温上昇のうち高い値を用いる。

正

ストレス係数は，術後は術式・体温上昇のうち高い値を用いる。

p.194　図10-1　全身麻酔・開腹術を受け

る患者の生体反応，看護診断，治療・看護

ケア①　（上部）

誤

1, 2 p.171　本文6-7行目 誤

1, 2

誤

p.35　事例C「手術直後の経過から術後第3

病日」5行目

2023/8/16

正

148/76〜80 mmHg


